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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

2007 年度は 2 つの中心軸を定めて 研究活動を進めた。一つ目は、 2006 年度に提出した

修士論文  “From Sense to  Imagination :  A Study of  Wordsworth ‟s  Transcendenta l ism ”

を土台として研究を進め、国内外の学術誌に投稿することであり、二つ目は、Wordsworth

の Prelude 研究に着手するためのテーマ設定をすることであった。前者に関しては 、“The  

Creative  Power o f  Sense:  Wordsworth ‟s  Quest  for  the Origins  of  Poeti c  Imagination ”

として立教大学の紀要である『英米文学』 No.68 に掲載され、またその過程で修士論文

執筆時には看過していた問題点や新たな切り口を発見することができ、実りの多いもの

となった。後者に関しては、 Prelude における風の表象というテーマを立ち上げ、それ

に従ってテクストの精読と、関連する批評や参考文献の収集、読解を進めているところ

である。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 まず、『 英 米 文 学 』 No.68 に 掲 載 し た 紀 要 論 文 “The Creative Power o f  Sense:  

Wordsworth ‟s  Quest  for  the  Origins  o f  Poetic  Imagination ”の執筆に伴う成果について

報 告 す る 。 こ の 論 文 の 大 筋 は 、 本 論 文 の 土 台 と な っ た 修 士 論 文 “From Sense to  

Imagination :  A Study o f  Wordsworth ‟s  Transcendental ism ”と同じく、ディコンストラク

ション批評以降自明のものとなった、イギリス・ロマン主義に おける感覚・自然、すなわ

ち 非 超 越 に 対 す る 、 想 像 力 、 す な わ ち 超越 と い う 二 項 対 立 を見 直 す と い う も の であ り 、

Wordsworth における想像力とは、自然や感覚的世界から遊離して存在しているものでは

なく、逆に自然や感覚的世界を土台としたものであるという結論も修士論文とほぼ同じで

あった。だが、これを学術論文として発表するには、その大筋と結論を変えることなく、

修士論文段階で未解決であった二つの問題点を解決することが課題となった。  

一つ目の、 Prelude 第 6 巻のシンプロン峠越えの箇所の  “I  was lost  as  in  a  c loud” 

(Prelude  6 ,  529)という一節の解釈で、修士論文の段階では、私はこの一節はシンプロン

峠越えをしている過去の時点での Wordsworth の心境であると解釈していたが、指導教授

の 指 摘 を 受 け 、 批 評 な ど も 読 ん だ 結 果 、 そ れ は Prelude を 執 筆 し て い る 時 点 で の

Wordsworth の心境であると解釈する方が正しいと分かった。シンプロン峠越えにおける

この一節を含む想像力論の箇所は、 Wordsworth の Prelude における一つのクライマック

スであり、 Wordsworth 研究の要ともなる重要な箇所なので、この段階では、誤りの指摘

を受け該当箇所を削除することにし、その解決は 今後の課題とすることにした。  

二つ目の問題は、„Lucy Poems ‟という詩群に登場する Lucy という少女と、„There was  a  

Boy ‟という詩に登場する少年が、同じく大人にならないうちに死んでしまう理由として、

彼らが自意識以前の感覚段階にある存在で、言語を解さず直接自然と繋がっている段階に

いるからであり、そのような段階に留まり続けるためには人間としての成長を否定しなけ

ればならないからであると主張したが、その主張 の援用のために、Jonathan Bate という

エコ・クリティシズム批評家による „Michael ‟論を用いたため、 Lucy や少年が自然との直

接的結びつきの代償として成長を拒否し死んでゆくのに対し、なぜ Michael 老人は大人に

な っ て も 自 然 と の 直 接 的 結 び つ き を 失 わ ず に い ら れ た の と い う 矛 盾 が 生 じ て し ま っ た こ

とであった。それゆえ、„Lucy  Poems ‟や „There was a  Boy ‟と „Michael ‟が別次元の世界を扱

った詩であることを証明するという課題に直面することとなった。そこで、„Michael ‟とい

う詩の副題である „A Pastoral  Poem‟の Pastoral という側面からこの詩を考察すると、そ

れは Pastoral という言葉が示すように、現実のように見えながら現実ではない虚構の世

界、一種のユートピアを描いた詩である と言えるだろうと考えた。そして、このユートピ

アが近代産業資本主義の波に揉まれて消えてゆくという „Michael ‟のプロット自体、近代社

会は決して Pastora l な世界を内包し得ないという Wordsworth の意識の現われに他なら

ないと考えた。そして、 Wordsworth の詩の世界には失われた子ども時代という個人的な

喪失のモチーフと並行して、近代社会が葬り去った Pastora l な世界という集合意識のレ

ベルでの喪失のモチーフが存在するのではないかという可能性を提示した 。後者の集合意

識のレベルでの喪失のモチーフについては、当該論文の本筋とは直接関係しないので触れ

るに留めておいたが、このことは、 Wordsworth の詩の世界における個人的体験・意識と

歴史的・集合的意識との繋がりの問題という、かねてから私の関心のあったテーマへ取り

掛かるための糸口を与えてくれるものとなった。  

この論文の発表により、 Wordsworth における、感覚対想像力という ディコンストラク

ション的二項対立に揺さぶり をかけ、それを切り崩す足掛かりを作るという当初の目的は

一応の達成を見た。しかし Wordsworth の詩の言語において何が感覚に相当するものであ

り何が想像力に相当するのかという問題に関しては未だ具体例に乏しく、その実証的研究

は今後の課題となる。  

次に、 2007 年度に新たに着手した研究である Prelude における風の表象の研究につい

て報告する。イギリス・ロマン主義詩人達は想像力のメタファーとして風のモチーフを彼

らの詩の中にしばしば登場させており、この想像力のメタファーとしての風という概念  
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研究成果の概要 つ づ き  

は、イギリス・ロマン主義の批評史においても異論のない解釈だと言ってよい。私はこの風の表象を詳しく分析す

ることによって、なぜイギリス・ロマン主義詩人が風を想像力のメタファーとして用いたのか、またイギリス・ロ

マン主義における想像力の性質というものを捉えることができるのではないかと考えている。Wordsworth の

Prelude にも様々な風のバリエーションが登場する。その代表的なものを列挙すると、

普通名詞で breeze ,  wind,  tempest ,  blast ,  gust ,  zephyr,  air、固有名詞で Eolian ,  Sirocco

などがある。このような風の多様なバリエーションは、 Prelude において刻々と変化を

し続ける極めて動的なものである。私は、 Prelude におけるこの風の変化に着目し、象

徴的なレベルでその変化が何を意味するのかを読み解こうとした。 Prelude は印象的な

そよ風 breeze の描写をもって始まるが、このそよ風は Prelude の冒頭のわずか 115 行の

間において、Wordsworth の内面にあわせて tempest ,  s i lence へと劇的な変化を遂げる。

こ の そ よ 風 か ら 嵐 、 そ し て 無 風 へ の 変 化 は 自 然 界 の 循 環 を 表 し 、 そ れ に 対 応 す る

Wordsworth の内面もまた自然界と同じく循環していることを示す。 この風の循環のモ

チーフは、 Prelude の後半のフランス革命の劇的な描写においても変奏されて登場して

いる。私は、この変奏された風の循環のモチーフに、人間の社会もまた自然界のリズム

と同じく循環するのだという Wordsworth の認識が読み取れるのではないかという仮説

を立てた。しかし、始めに結論ありきのこの仮説からは何も有益な結果を生み出すこと

はできなかった。そこで、この研究が行き詰まった理由を分析したところ、風の循環の

モチーフにこだわるあまり、 Prelude における他の重要なモチーフを排除してしまった

ためであるという結論を得た。 Prelude には、風以外にも様々な象徴性を帯びた重要な

モチーフが登場する。例えば、 Prelude には、第 6 巻のアルプスのシンプロン峠越え、

第 13 巻のスノウドン登山と、登山の場面が 2 回描かれている。風の変容が地上を舞台に

描かれ、人間のコントロールを越えたものとして描かれるのに対し、登山という行為は、

自分の足を一歩一歩確実にコントロールしながら天の高みを目指してゆく行為であり、

実際 Prelude においてもそのように描かれている。このように、人間の意志の力を越え

た風と人間の意志の力を象徴する登山のように、 Prelude には相異なる意味を持つモチ

ーフが数多く存在し、それらを多角的に分析することによって有益な視点が導き出され

るのではないかと考える。  
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